
◆企 画 名  ハンドメイド教室 

日  程  平成 26年 12月 17日（水） 

場  所  新関西大学会館南棟 3階 国際部交流室 

参加者数  15 名（ピア・サポータ 4名、研修生 2名、留学生 6名、日本人学生 3名）  

目  的 

留学生に日本で話題となっているハンドメイド（プラバンアクセサリー作り）を体験し

てもらう。またそれを通じて、日本人学生との交流を図る。 

内  容 

 「開催当日のタイムスケジュール」 

15:00 会場設営（机の配置、物品の運搬、

材料の買い出し） 

16:10 受付開始（参加者に名札の記入を促

す） 

16:30 企画開始（2つの班に分かれた後、

説明をする。その後プラ板づくりを 2 回行

ってから全体で記念撮影をし、挨拶をする） 

18:00 企画終了、後片付け、フィードバッ

ク 

効  果 

・和やかな雰囲気で参加者の人が楽しんでくれた。 

・グループで座ってもらうことにより、参加者同士が自然と交流していた。 

・確認メールをこまめに送ったことで、応募者の参加率が高かった。 

・応募方法をネット（QRコード）にしたことで、応募が簡単になった。 

・ブリッジメンバーも体験でき、参加者と一緒に楽しめた。 

改 善 点 

・参加者へ送信する前に、メールの文を確認するようにする。 

・二回目の作成時間があまりなかったので、参加者には初めにタイムスケジュールを伝え

ておくべきだった。 

・参加費が予定よりも安く済んだので、最初から安くしておくともう少し人数が増えたの

ではないか。 

・ブリッジメンバー同士での報告、連絡、相談をもう少し活発にすべきだった。 

感  想 

・最後に行ったアンケート結果によると、参加

してくださった方全員が、この企画を「とても

楽しかった」と答えてくださり、満足してくだ

さったので良かった。 

・「ハンドメイド教室」の目的にあるように、

参加してくださった留学生と日本人学生、そ

してブリッジメンバーがこの企画を通して交

流することができた。 

・企画を通し見つかった反省すべき点を改善

し、今後の企画、運営に活かしていきたい。 

 

 


